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９月議会市政報告
特認校児童募集ほか
小学校水泳記録会
ねんりんピック
ふるさと寄附金ほか
農業委員会委員選挙ほか
ガソリン携行缶の取り扱いに注意！
カメラリポート
みんなの広場
お知らせ
健康文化都市・南国
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（高知農業高校）

　９月１日、第33回南国市少年剣道
練成大会が高知農業高校体育館で開
催されました。
　少年少女、約150人の剣士たちが、
日ごろ稽古した竹刀さばきを発揮し、
気力あふれる元気な試合を繰り広げ
ました。

みなぎる気力！みなぎる気力！
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財
政
状
況

　

平
成
24
年
度
決
算

　

平
成
24
年
度
普
通
会
計
の
決
算

状
況
は
、
普
通
交
付
税
の
減
少
に

伴
い
歳
入
は
平
成
23
年
度
よ
り
減

少
し
ま
し
た
が
、
防
災
関
連
事
業

の
実
施
に
よ
り
歳
出
は
増
加
し
ま

し
た
。
歳
入
総
額
は
対
前
年
度
比

３
千
884
万
５
千
円
、
0.2
％
減
の
204

億
２
千
225
万
１
千
円
、
歳
出
総
額

は
対
前
年
度
比
１
億
１
千
313
万
６

千
円
、
0.6
％
増
の
198
億
899
万
９
千

円
で
、
実
質
収
支
は
４
億
１
千
321

万
２
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
借
入
残
高
は
、
平
成
24

年
度
末
で
約
175
億
円
と
な
り
、
対

前
年
度
比
２
億
２
千
万
円
、
1.2
％

減
で
毎
年
着
実
に
減
少
し
て
い
ま

す
。
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す

経
常
収
支
比
率
は
92.9
％
、
対
前
年

度
4.0
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
も
の

の
、
公
債
費
負
担
の
健
全
度
を
示

す
実
質
公
債
費
比
率
は
13.5
％
、
対

前
年
度
1.1
ポ
イ
ン
ト
減
と
公
債
費

の
減
少
に
伴
い
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

本
年
度
の
普
通
交
付
税
は
、
対

前
年
度
比
５
千
275
万
５
千
円
、
1.4

％
減
と
な
り
、
臨
時
財
政
対
策
債

は
４
千
884
万
円
、
5.9
％
増
と
な
る

た
め
、
合
計
で
391
万
５
千
円
減
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
の
財
政
見
通
し
は
、
景
気

回
復
の
状
況
や
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
に
よ
る
地
方
財
政
へ
の

影
響
な
ど
予
測
が
難
し
い
状
況
で

す
が
、
行
政
改
革
大
綱
や
中
期
財

政
収
支
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
に
基
づ
き
、

引
き
続
き
健
全
な
財
政
運
営
の
確

立
に
努
め
ま
す
。

介
護
予
防

　

な
ん
こ
く
あ
り
が
と
う
ポ
イ
ン

　

ト
制
度

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
地
域

の
元
気
な
高
齢
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
人
材
確
保
と
高
齢
者
の

社
会
参
加
活
動
を
促
進
す
る
た
め

に
、
「
な
ん
こ
く
あ
り
が
と
う
ポ

イ
ン
ト
制
度
」
（
介
護
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
参
加
希
望
者
は
、

研
修
を
受
け
、
南
国
市
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
年
度
の
第
１
回

目
の
登
録
研
修
は
７
月
22
日
、
29

日
に
行
わ
れ
、
４
名
が
登
録
し
ま

し
た
。
次
回
研
修
は
、
秋
に
予
定

し
て
お
り
、
今
後
も
参
加
者
自
身

の
介
護
予
防
と
生
き
が
い
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

消
防
団
「
機
動
部
隊
」
発
足

　

災
害
発
生
時
の
被
害
に
備
え
て

　

南
国
市
消
防
団
に
県
内
で
は
初

め
て
「
機
動
部
隊
」
を
発
足
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
災
害
発
生
時
に
消

防
団
員
が
所
有
し
て
い
る
重
機
を

災
害
現
場
に
投
入
し
、
効
果
的
な

現
場
活
動
に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

現
場
の
判
断
に
よ
り
、
直
ち
に
出

動
で
き
る
態
勢
と
な
っ
た
こ
と
で

あ
り
、
被
害
を
最
小
限
に
お
さ
え

る
「
減
災
」
に
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

９ 月
議 会

市 政 報 告市 政 報 告
　橋詰壽人市長は各議案の提案説明に先立ち、「安
倍政権で進めた３本の矢の経済政策などが評価され
たことにより、参議院議員選挙で安定多数の議席を
占めましたが、景気回復はまだまだ地方に波及して
いません。８月22日、23日にブルネイでＴＰＰ閣
僚会合が行われ、『年内妥結に向け、交渉を加速さ
せる』との共同声明がありました。ＴＰＰ締結は、
本市の基幹産業である農業を衰退させ、地域社会の
崩壊が危惧されています。交渉内容や進捗状況を明
らかにし、慎重に交渉していただきたい。高知県の
第２期産業振興計画は、５つのポイントの強化を図
り、中でも、移住促進策の抜本的強化により、人口
減少を食い止め、大きな経済波及効果を見込んでい

ます。平成27年度には、年間500組以上の移住者を
目標に掲げ、高知県を知ってもらう、ファンになっ
てもらうことを目的として、高知県全体をイメージ
する『高知家』を発表しました。本市では、津波避
難タワーの建設を９月から順次着工しています。津
波避難タワーの完成は、津波に対する備えができた
だけであり、人的被害の発生を最小限に食い止める
ためには、今一度、市民の皆さまの防災意識の向上
が必要であり、日ごろからの訓練が重要です。津波
避難タワーを活用し、避難訓練を行い、南海地震に
備えていただきたい」と述べた後、主要な課題につ
いて報告しました。
※内容は、あらましです。

●９月６日開会　第372回　市議会定例会●

姉
妹
都
市
提
携
40
周
年
記
念

　

市
民
訪
問
団
の
交
流
事
業

　

姉
妹
都
市
・
岩
沼
市
と
姉
妹
都

市
提
携
40
周
年
を
記
念
し
て
、
南

国
市
姉
妹
都
市
親
善
協
会
が
市
民

訪
問
団
を
募
り
、
８
月
23
日
か
ら

25
日
ま
で
岩
沼
市
を
訪
問
し
ま
し

た
。
市
内
の
被
災
地
や
復
興
現
場

を
視
察
し
、
「
い
わ
ぬ
ま
復
興
夏

ま
つ
り
」
に
参
加
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

小
中
学
生
の
防
災
学
習
・
交
流

　

事
業

　

本
市
の
小
中
学
生
の
代
表
と
教

職
員
な
ど
14
名
が
８
月
23
日
か
ら

25
日
ま
で
岩
沼
市
を
訪
問
し
、
岩

沼
市
の
防
災
教
育
や
小
中
学
生
と

の
交
流
を
行
い
ま
し
た
。
東
日
本

大
震
災
の
被
災
地
な
ど
を
回
り
、

直
接
被
災
地
に
触
れ
た
こ
と
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
防
災
教

育
の
上
で
大
変
有
意
義
な
も
の
で

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
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こ
こ
ろ
の
体
温
計

　

ア
ク
セ
ス
数
２
万
５
千
60
人

　

３
月
に
導
入
し
た
「
こ
こ
ろ
の

体
温
計
」
の
７
月
末
ま
で
の
総
ア

ク
セ
ス
数
は
、
延
べ
２
万
５
千
60

人
で
、
そ
の
う
ち
市
民
は
延
べ
１

万
４
千
628
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
広
報
活
動
に
努
め
、
利
用

者
の
増
加
を
目
指
し
、
精
神
保
健

の
施
策
に
生
か
せ
る
よ
う
分
析
し
、

対
策
を
検
討
し
ま
す
。

南
国
市
情
報
化
計
画

　

策
定
に
向
け
て
協
議
会
の
設
置

　

情
報
通
信
技
術
の
活
用
の
方
向

性
を
定
め
る
第
２
次
南
国
市
情
報

化
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
総
務
省

国
営
ほ
場
整
備
事
業

　

地
区
調
査
の
実
施
を
目
指
し
て

　

国
に
よ
る
ほ
場
整
備
事
業
の
地

域
整
備
方
向
検
討
調
査
は
、
地
元

代
表
者
説
明
会
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

実
践
型
雇
用
創
造
推
進
事
業

　

雇
用
創
出
・
人
材
育
成
・
産
業

　

振
興
を
目
的
と
し
て

　

７
月
１
日
か
ら
、
厚
生
労
働
省

の
実
践
型
雇
用
創
造
推
進
事
業
を

南
国
市
地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議

会
が
受
託
し
、
後
免
町
商
店
街
の

「
ご
め
ん
・
よ
っ
て
こ
広
場
」
に

事
務
所
を
構
え
、
事
業
を
開
始
し

ま
し
た
。
雇
用
創
出
・
人
材
育
成
・

産
業
振
興
を
目
的
と
し
て
、
「
６

次
産
業
推
進
計
画　

第
１
ス
テ
ー

ジ　

1.5
次
加
工
＋
α
」
を
テ
ー
マ

に
、
本
格
的
に
活
動
を
始
め
ま
す

の
で
、
市
と
し
て
も
、
協
力
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

災
害
時
支
援
協
力
員
制
度

　

第
１
回
給
水
訓
練
の
実
施

　

２
月
に
発
足
し
た
水
道
の
災
害

時
支
援
協
力
員
制
度
は
、
現
在
13

名
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
支
援
協

力
員
に
よ
る
第
１
回
給
水
訓
練
を

７
月
29
日
に
耐
震
性
貯
水
槽
を
設

置
す
る
久
礼
田
小
学
校
で
実
施
し

ま
し
た
。
支
援
協
力
員
５
名
、
地

元
防
災
会
約
80
名
が
参
加
し
、
水

の
備
蓄
や
耐
震
性
貯
水
槽
に
つ
い

て
説
明
し
、
給
水
袋
を
使
っ
た
給

水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

下
水
道
施
設
災
害
時
支
援
協
定

　

全
国
初
の
下
水
道
管
理
者
連
名

　

の
相
互
支
援
協
定
締
結

　

７
月
23
日
に
県
内
下
水
道
施
設

消
防
出
動
状
況

　

熱
中
症
の
救
急
搬
送
の
増
加

　

１
月
か
ら
６
月
ま
で
の
出
動
状

況
は
、
火
災
は
昨
年
よ
り
４
件
増

加
の
13
件
、
救
急
出
動
は
昨
年
よ

り
や
や
多
い
１
千
142
件
、
救
助
出

動
は
11
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
も
梅
雨
明
け
か
ら
は
、

熱
中
症
の
疑
い
の
あ
る
救
急
搬
送

も
急
増
し
て
お
り
、
７
月
か
ら
は

高
温
と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

日
に
は
、
昼
の
サ
イ
レ
ン
テ
ス
ト

時
に
注
意
喚
起
の
放
送
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
広
報
紙
お

よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
熱
中
症
予

防
に
つ
い
て
掲
載
し
、
救
急
車
な

ど
で
の
巡
回
広
報
も
実
施
し
て
市

民
に
注
意
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

中
学
生
ド
リ
ー
ム
ト
ー
ク

　

中
学
生
の
質
問
や
提
案

　

次
代
を
担
う
中
学
生
が
学
校
生

活
や
南
国
市
に
つ
い
て
の
思
い
や

日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
を
市
長

と
直
接
語
り
合
い
、
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
「
ド

リ
ー
ム
ト
ー
ク
」
を
７
月
に
市
内

４
中
学
校
で
実
施
し
ま
し
た
。
各

学
校
の
生
徒
会
か
ら
特
色
あ
る
取

り
組
み
や
自
主
的
な
活
動
な
ど
の

紹
介
に
続
き
、
美
し
い
ま
ち
づ
く

り
や
地
震
・
津
波
対
策
な
ど
、
素

直
で
率
直
な
質
問
や
提
案
が
あ
り

ま
し
た
。

土
佐
電
気
鉄
道
問
題

　

外
部
調
査
委
員
会
の
報
告

　

土
佐
電
気
鉄
道
株
式
会
社
に
係

る
暴
力
団
問
題
は
、
７
月
30
日
に

外
部
調
査
委
員
会
に
よ
る
調
査
結

果
の
報
告
が
あ
り
、
翌
31
日
に
は

本
市
に
役
員
か
ら
直
接
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
報
告
書
の
中
で

は
、
元
会
長
ら
の
発
言
な
ど
は
高

知
県
暴
力
団
排
除
条
例
違
反
に
は

該
当
せ
ず
、
法
的
に
は
問
題
な
い

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
経

営
陣
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（
法

令
順
守
）
に
対
す
る
意
識
・
理
解

の
欠
如
は
問
題
で
、
企
業
統
治
の

欠
如
も
顕
著
で
す
。
公
共
性
の
高

い
公
共
交
通
機
関
を
運
営
し
て
い

る
企
業
で
あ
る
の
で
、
一
般
民
間

企
業
以
上
に
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
経
営
や
企
業
統
治
の
確
立
が
必

要
で
す
。

　

今
後
の
支
援
は
、
高
知
県
や
関

係
市
町
と
協
議
、
検
討
し
、
ま
た
、

県
が
県
中
央
地
域
に
お
け
る
公
共

交
通
を
再
構
築
す
る
た
め
の
検
討

会
を
設
置
す
る
よ
う
準
備
し
て
お

り
、
本
市
も
そ
の
検
討
会
に
参
加

し
、
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
ま

す
。

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
派

遣
事
業
を
活
用
し
、
専
門
家
の
支

援
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
回
の
情
報
化
計
画
は
、
地
域

情
報
化
を
主
体
と
し
た
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
け
る
各

分
野
か
ら
の
意
見
を
反
映
す
る
た

め
、
南
国
市
地
域
情
報
化
推
進
協

議
会
を
８
月
に
設
立
し
、
協
議
を

始
め
ま
し
た
。

査
の
分
析
結
果
を
参
考
資
料
と
し

て
、
小
学
校
単
位
で
の
地
区
説
明

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、

地
区
説
明
会
と
並
行
し
て
、
ほ
場

整
備
を
推
進
す
る
地
域
代
表
者
で

組
織
す
る
検
討
会
な
ど
を
設
立
し

た
後
、
具
体
的
な
ほ
場
整
備
構
想

案
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
地
区

説
明
会
な
ら
び
に
検
討
会
の
組
織

化
を
精
力
的
に
進
め
、
地
域
の
方

か
ら
多
く
の
賛
同
を
得
て
、
次
の

ス
テ
ッ
プ
で
あ
る
事
業
計
画
案
を

作
成
す
る
地
区
調
査
の
実
施
を
目

指
し
ま
す
。

の
災
害
時
支
援
協
定
締
結
式
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
協
定
の
内
容
は
、

日
本
下
水
道
事
業
団
と
の
下
水
道

終
末
処
理
場
お
よ
び
ポ
ン
プ
場
の

復
旧
支
援
協
定
、
日
本
下
水
道
管

路
管
理
業
協
会
と
の
下
水
道
管
路

施
設
の
復
旧
支
援
に
関
す
る
協
定
、

下
水
道
を
管
理
す
る
高
知
県
と
県

内
16
自
治
体
間
で
相
互
の
支
援
を

行
い
合
う
協
定
の
３
つ
で
す
。
こ

れ
ら
の
協
定
は
、
全
国
で
初
め
て

と
な
る
県
内
下
水
道
管
理
者
の
連

名
で
災
害
時
支
援
協
定
を
結
ん
だ

も
の
で
す
。
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　小規模特認校である奈路小学校と白木谷小学校は、
中山間小規模校ならではの、地域と一体となった特
色ある教育活動を実施しており、市内のほかの通学
区域からも入学・転学することができる小学校です。
　この制度を利用したお子さんの教育を考えてみま
せんか。

●奈路小学校　　　　　　　　　　　　　　　　　
■募集学年／新１・２年生
■募集人数／各学年若干名
■備考／兄弟姉妹などそろっての入学・転学希望の

ご家庭で、３年生以上の児童がいる場合は、お問
い合わせください。

●白木谷小学校　　　　　　　　　　　　　　　　
■募集学年／新１～６年生（全学年）
■募集人数／各学年若干名

●両校共通　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■入学・転学条件／学校行事、ＰＴＡ活動、地域行

事などに積極的に参加できることなど、一定の条
件を満たすこと。

■学校見学／授業日であれば学校見学ができますの
で、事前に学校へお問い合わせください。

■交通手段／各校それぞれスクールバスが市役所～
学校間を運行する予定です。

■申込締切／12月27日㈮

－豊かな自然と地域のぬくもりの中で学習を－

平 成 26 年 度

※申込先・お問い合わせは
　学校教育課学校教育指導係（☎８８０－６５６８）
　奈路小学校（☎８６２－０１６１）
　白木谷小学校（☎８６２－０９３２）まで

特認校（奈路小学校・白木谷小学校）児童募集特認校（奈路小学校・白木谷小学校）児童募集

　　

平成26年度
新小学１年生の保護者の皆さまへ

　平成26年４月に小学校に入学す
る年齢（Ｈ19．４．２～Ｈ20．４．１
生）の方は、各校区の学校で健康
診断・発達検査を受けてください。
　対象児童の保護者には、10月中
旬に健康診断票などを郵送します。
※必ず受付時間内にお越しくださ

い。
※終了までに約２時間かかります。

学校名 実施日 受付時間

十 市 小 11／14㈭ 12：30～13：00

稲 生 小 10／31㈭ 13：00～13：30

三 和 小 11／28㈭ 13：00～13：10

大 篠 小 11／21㈭ 12：50～13：20

日 章 小 11／７㈭ 13：30～13：50

大 湊 小 11／28㈭ 13：20～13：30

後 免 野 田 小 11／５㈫ 13：15～13：30

長 岡 小 10／24㈭ 13：00～13：30

国 府 小 10／31㈭ 13：30～13：55

久 礼 田 小 11／14㈭ 13：00～13：20

岡 豊 小 11／28㈭ 12：30～13：00

白 木 谷 小 11／７㈭ 12：50～13：00

奈 路 小 実施なし ―

◎ 健康診断・発達検査日程表

※お問い合わせは、学校教育課学校教育係（☎８８０－６５６８）まで
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第54回南国市小学校水泳記録会～入賞者一覧～

■50ｍ自由形
学校名 氏名

第１位 大篠小 野中　彩希
第２位 大篠小 濱田　雅帆
第３位 国府小 山本　眞由
第３位 久礼田小 窪田真由子
■100ｍ自由形

学校名 氏名
第１位 日章小 矢部瀬里香
第２位 大篠小 野中　彩帆
第３位 大篠小 酒井　彩音
■200ｍ自由形

学校名 氏名
第１位 大篠小 山﨑　百恵
第２位 国府小 山本　眞由
第３位 岡豊小 橋村　瑠衣
■50ｍ平泳ぎ

学校名 氏名
第１位 十市小 松木　琴美
第２位 三和小 神田　一葉
第３位 大篠小 田中　千絵
■100ｍ平泳ぎ

学校名 氏名
第１位 十市小 松木　琴美
第２位 日章小 仁井　光莉
第３位 大篠小 野中　彩帆

■100ｍ個人メドレー
学校名 氏名

第１位 十市小 松木　琴美
第２位 日章小 仁井　光莉
第３位 日章小 野並　玲奈
■200ｍメドレーリレー

学校名 メンバー

第１位 日章小 矢部瀬里香／仁井光莉／
野並玲奈／中西みゆ

第２位 大篠小 山﨑百恵／野中彩帆／
野中彩希／山下夕里奈

第３位 三和小 西山真梨奈／中田麻菜香
／神田一葉／神田満里奈

■200ｍリレー
学校名 メンバー

第１位 日章小 中西みゆ／仁井光莉／
野並玲奈／矢部瀬里香

第２位 大篠小 野中彩帆／野中彩希／ 
濵田雅帆／山﨑百恵

第３位 国府小 山本眞由／松﨑奈々美／
竹本万桜／岡林美希

■50ｍ自由形
学校名 氏名

第１位 大篠小 福島　朝人
第２位 長岡小 星澤　佑伍
第３位 岡豊小 東内　厚樹
■100ｍ自由形

学校名 氏名
第１位 十市小 武市　雄雅
第２位 大湊小 松下亮太朗
第３位 大湊小 濵田　　世
■200ｍ自由形

学校名 氏名
第１位 大湊小 松下亮太朗
第２位 長岡小 星澤　佑伍
第３位 三和小 川久保彼方
■50ｍ平泳ぎ

学校名 氏名
第１位 稲生小 澤田　一輝
第２位 十市小 橋本　　響
第３位 久礼田小 北村龍之介
■100ｍ平泳ぎ

学校名 氏名
第１位 大湊小 安原　聖力
第２位 日章小 上村　恵大
第３位 十市小 橋本　　響

■100ｍ個人メドレー
学校名 氏名

第１位 大湊小 安原　聖力
第２位 稲生小 澤田　一輝
第３位 大湊小 濵田　　世
■200ｍメドレーリレー

学校名 メンバー

第１位 大湊小 松下亮太朗／安原聖力／
濵田世／山本大翔

第２位 大篠小 小川祐平／福留悠人／
竹内優太／福島朝人

第３位 久礼田小 中川真宏／北川龍之介／
濵田裕也／濵田琉晟

■200ｍリレー
学校名 メンバー

第１位 大湊小 松下亮太朗／奥村亮介／
濵田世／安原聖力

第２位 大篠小 福留悠人／大野健太／
福島朝人／小川祐平

第３位 十市小 武市郁哉／山﨑凪／
橋本響／武市雄雅

■200ｍ平泳ぎ
学校名 氏名

第１位 三和小 神田　一葉
第２位 大篠小 酒井　彩音
第３位 大篠小 田中　千絵
■50ｍ背泳ぎ

学校名 氏名
第１位 日章小 矢部瀬里香
第２位 大篠小 山﨑　百恵
第３位 大篠小 野中　彩帆
■100ｍ背泳ぎ

学校名 氏名
第１位 日章小 矢部瀬里香
第２位 大篠小 山﨑　百恵
第３位 日章小 野並　玲奈
■50ｍバタフライ

学校名 氏名
第１位 日章小 仁井　光莉
第２位 大篠小 野中　彩希
第３位 日章小 野並　玲奈

■200ｍ平泳ぎ
学校名 氏名

第１位 大湊小 安原　聖力
第２位 十市小 橋本　　響
第３位 日章小 上村　恵大
■50ｍ背泳ぎ

学校名 氏名
第１位 大篠小 小川　祐平
第２位 十市小 藤田　　瑞
第３位 久礼田小 中川　真宏
■100ｍ背泳ぎ

学校名 氏名
第１位 大篠小 小川　祐平
第２位 大湊小 松下亮太朗
第３位 稲生小 澤田　一輝
■50ｍバタフライ

学校名 氏名
第１位 大湊小 濵田　　世
第２位 大篠小 小川　祐平
第３位 十市小 武市　雄雅

●女子

●男子

※お問い合わせは、学校教育課学校教育指導係（☎８８０－６５６８）まで
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　「ねんりんピック」の愛称で親しまれている「全国健康福祉祭」は、60歳以上の
方々を中心に子どもから高齢者まで、あらゆる世代が楽しみ、交流を深めることが
できる健康と福祉の祭典です。

10月27日㈰・28日㈪の両日、南国市では

卓球交流大会・サッカー交流大会
が開催されます。

■とき
　27日㈰９：00～16：10
　28日㈪９：00～14：20
■ところ
　吾岡山文化の森スポーツ広場

サッカー交流大会

　大会当日は、両会場でふるまい鍋やアイスクリンの
提供を行うほか、健康づくりコーナーで健康相談など
を行います。
　多くの方々のご声援をお願いします。

※お問い合わせは、生涯学習課スポーツ推進係（☎８８０－６５６９）まで

■とき
　27日㈰９：30～17：10
　28日㈪９：30～15：15
■ところ
　スポーツセンター

卓球交流大会
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■寄附件数および寄附金額
　（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

寄附件数 3件
寄附金額 300,000円

■事業区分別寄附金額
事　　業　　区　　分 寄附金額（円）

地域コミュニティーに関する事業及び活力ある市民活動の推進に関する事業 50,000 
教育の充実及び青少年の健全育成に関する事業 30,000 
健康・福祉のまちづくり推進に関する事業 20,000 
食育及び地産地消を進め南国市の第一次産業の育成強化に関する事業 50,000 
スポーツ振興に関する事業 50,000 
指定なし 100,000 

合　　　　　計 300,000 

■寄附をいただいた方の氏名および活用事業
氏　　名 寄附金活用事業
匿名希望 観光事業（商工観光課観光係）

匿名希望
地域づくり事業（企画課コミュニティ推進係）
小学校教育振興事業（学校教育課学校教育係）
保健衛生予防事業（保健福祉センター保健予防係）

匿名希望 地産地消促進事業（農林水産課地産地消推進係）
体育施設管理運営事業（生涯学習課スポーツ推進係）

　平成20年度にスタートした南国市ふるさと寄附金制度に対し、これまで多く
の皆さんからご支援をいただきました。
　平成24年度にお寄せいただいた寄附金額などの状況をお知らせします。

※お問い合わせは、財政課財政係（☎８８０－６５５２）まで

　南国市ふるさと寄附は、一口500円から気軽
にご寄附いただけます。
　今後とも、南国市ふるさと寄附金制度に対す
るご支援をよろしくお願いします。

南国市ふるさと寄附金南国市ふるさと寄附金
寄附者の皆さん

応援ありがとう

平 成 24 年 度

　起業支援型地域雇用創造事業（新規雇用に係る人
件費などの補助事業）を実施する事業者を募集しま
す。
■内容／事業拡大などにより雇用を必要とする際、

地域雇用の受け皿創出のために、継続雇用を前提
として新たに失業者を雇い入れる事業です。

＊雇用開始から最大１年間、新規雇用に係る人件費
などの補助を受けることができます。

＊平成25年度中に雇用を開始する必要があります。
■対象／地域の産業・雇用振興を行う、起業後10年

以内の、県内に本社などを置く事業者
＊10年以内でなくても新分野進出など、実質的に起

業と同等であると確認できる場合を含みます。
＊土木・建設業などは除きます。
■募集期間／ 10月１日㈫～10月31日㈭
■備考／経営状況や事業内容などについて、市・県

の審査を受ける必要があります。
＊詳しくは、南国市ホームページ、県雇用労働政

策課ホームページ（http://www.pref.kochi.lg.jp./
soshiki/151301/）をご覧ください。

※申込先・お問い合わせは
　財政課財政係（☎８８０－６５５２）まで

起 業 支 援 型 地 域 雇 用 創 造 事 業
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農
業
委
員
会
は
、
農
地
な
ど
の

利
用
関
係
の
調
整
な
ど
農
業
全
般

に
わ
た
る
問
題
を
、
農
業
者
の
創

意
と
努
力
に
よ
っ
て
解
決
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
た
機
関
で
、

市
町
村
ご
と
に
設
置
さ
れ
て
い
る

行
政
委
員
会
で
す
。
委
員
の
任
期

は
３
年
で
す
。

■
日
程

▼
選
挙
期
日
の
告
示

立
候
補
届
け
出
、
立
候
補
辞
退

届
け
出
期
日
／
10
月
27
日
㈰

▼
開
票
立
会
人
届
け
出
期
日

　

10
月
31
日
㈭

▼
投
票
日
／
11
月
３
日
㈰

　

午
前
７
時
～
午
後
６
時

■
投
票
で
き
る
の
は

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
投

票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

必
ず
投
票
所
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

＊
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

は
、
申
請
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

■
期
日
前
投
票
・

　
　

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

　

投
票
日
に
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
、

冠
婚
葬
祭
な
ど
の
用
務
に
該
当
す

る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
期
日
前
投

票
が
で
き
ま
す
。

▼
投
票
期
間
・
時
間

　

10
月
28
日
㈪
～
11
月
２
日
㈯

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

▼
投
票
場
所
／
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
（
市
役
所
４
階
）

＊
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
入

院･

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

施
設
で
不
在
者
投
票
が
で
き
る

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
施
設
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
☎
８
８
０
・
６
５
７
１
）
ま
で

投票区 投票所施設名

１ Ｓ Ｕ Ｎ Ｓ Ｕ Ｎ な が お か

２ 国 府 小 学 校

３ 久 礼 田 体 育 館

４ 瓶 岩 消 防 屯 所

５ 白 木 谷 消 防 屯 所

６ 奈路防災コミュニティーセンター

７ 日章営農生活改善センター

８ 久 枝 公 民 館

９ 大 篠 小 学 校 体 育 館

10 稲 生 ふ れ あ い 館

11 十 市 小 学 校 体 育 館

12 三 和 公 民 館

13 浜 改 田 公 民 館

14 前 浜 公 民 館

15 岡 豊 ふ れ あ い 館

16 野 田 公 民 館

17 岩 村 ふ れ あ い セ ン タ ー

投　票　所

■とき／10月15日㈫　13：30～
■ところ／市役所４階大会議室

立候補予定者説明会 11
月
３
日
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
日

11
月
3
日
は
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の
投
票
日

投
票
箱

■とき／10月12日㈯・13日㈰10：00 ～ 15：00
＊12日㈯は 16：00 まで
■ところ／安芸市役所駐車場・安芸観光情報セン

ター駐車場、安芸駅（13日のみ）

■内容／県東部のおいしい食が一同に集まる食の
祭典やステージショーなどが行われます。また、
13日の「鉄道の日」イベントでは、安芸駅で車
両洗車体験や車両床下見学などが行われます。

※高知東海岸グルメまつりに関するお問い合わせは
　安芸市商工観光水産課内安芸釜あげちりめん丼楽会　（☎０８８７－３５－１０１１）まで
※「鉄道の日」イベントに関するお問い合わせは
　土佐くろしお鉄道安芸総合事務所　（☎０８８７－３４－８８０５）まで

高知東海岸グルメまつり＆「鉄道の日」イベント
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ガソリン携行缶の取り扱いに注意！

　「南国市ホームページ」に掲載する有料バナー
広告を募集しています。
■広告掲載場所
　南国市ホームページのトップページ下
■バナー広告規格／縦50×横180ピクセル、GIF

または JPEG で８KB 以内
■掲載料（月額）

▼市内に事業所などがある方…１万円／枠
　（３カ月以上継続する場合は５千円／枠）

▼そのほか…２万円／枠
■備考／掲載者の決定は、ホームページ広告掲載
　取扱要綱およびバナー広告表現ガイドラインの

基準に沿って行います。詳細は南国市ホームペ
　ージ（http://www.city.nankoku.lg.jp）でご確

認ください。

※申込先・お問い合わせは
　情報政策課（☎８８０－６５８５）まで

「南国市ホームページ」有料バナー広告募集中

ガソリン携行缶の取り扱いに注意！

　ガソリン携行缶の取り扱い不注意による事故が発
生しています。
　発電機などエンジンがついているものに注油する
際には、引火する恐れがあるので、必ずエンジンを
停止し、周りに火の気が無いことを確認してから
行ってください。
　注油手順は、まず、ガソリン携行缶のエア調整ね
じをゆるめて、缶内の圧力を調整し、それから、タ
ンクキャップを取り外してください。タンクキャッ
プを一気に外すと、ガソリンの噴出や破裂による
キャップの飛び出しで大変危険です。使用後は、タ
ンクキャップ、エア調整ねじを確実に締めてくださ
い。

注油について

ガソリン携行缶

　ガソリンは、マイナス40℃の状態でもマッチや
ライターの炎を近づけると火がつく力を持っている、
極めて危険な物です。しかも、ガソリンは蒸発しや
すく、その蒸気は空気よりも３～４倍ほど重いため、
蒸発したガソリンは、低い位置でとどまったまま広
がります。
　そのため、ガソリンは、火気の近くや直射日光を
避け、高温にならない風通しの良い場所に保管する
必要があります。
　また、灯油用ポリタンクにガソリンを入れること
は、消防法で禁止されています。ポリタンクが溶け
たり、容器が変形して非常に危険です。ガソリンは、
必ず金属製のガソリン携行缶に入れてください。

保管について

灯油用ポリタンクでの
保管は禁止　　　　　

※お問い合わせは、消防本部（☎８６３－３５１１）まで

②タンクキャップ
を取り外す　

①エア調整ねじ
をゆるめる
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岩沼市訪問岩沼市訪問

　宮城県岩沼市との姉妹都市提携40周年を記念して、
市民団34名が岩沼市を訪問しました。
　災害時における避難場所、震災の記憶や教訓を後世
に伝えることを目的として造られた「千年希望の丘」
などの視察を行い、歓迎レセプションでは、両市民が
一緒に「よさこい」を踊るなど、交流を深めました。
　また、８月24日には「いわぬま復興夏まつり」に参
加し、南国市産コシヒカリの新米やショウガなどのチ
ャリティー販売を行い、舞台では橋詰市長が岩沼市の
復興と両市の更なる交流を願ってあいさつしました。
　参加者からは ｢岩沼市の方が南国市に来てくれたと
きには負けないくらい歓迎したい｣ などの声が聞かれ
ました。

８／23～25　姉妹都市提携40周年記念訪問

▲８／９　第12回からくり半蔵垣
　内ロボット選手権
　　　　　　　　（大篠公民館）

▲８／4　 県道高知東インター線
全線開通イベント

　　（稲生「坂ノ松トンネル」）

▲８／８　国際ソロプチミスト南
国が南国市母子寡婦福祉連合会
に寄付　　　　　　（市役所）

▲８／17　家庭教育支援基盤形成
　事業「親子スポーツ教室」
　　　（日章福祉交流センター）

▲８／３　高知海軍航空隊通信所
　跡の現地説明会
　　　　　　（高知大学農学部）

▲８／６　新しくＡＬＴが赴任
　　　　　　　　　　（市役所）

市
民
か
ら
の
お
便
り

こ
れ
か
ら
文
化
祭
、
体
育
祭
と
忙
し
く
な
り
ま
す
。

▲８／17　白木谷・八京地区夏祭
　り　　　　　（白木谷小学校）

▲８／17　第10回みわ祭り
　　　　　（なんごく流通団地）

▲８／18　第３回岡豊山の夏祭り
　　　　（県立歴史民俗資料館）

８／24（いわぬま復興夏まつり）

８／23（千年希望の丘
視察）



広報なんこく10月号10広報なんこく10月号 11 広報なんこく10月号10広報なんこく10月号 11

共に歩んだ50年共に歩んだ50年

　高知新聞社などが主催する第56回金婚夫婦祝
福式典（南国会場）がグレース浜すしで開かれ、
南国市からは36組、香南市、香美市、長岡郡、
土佐郡からは66組のご夫婦が出席しました。
　式典では、金婚夫婦を代表して主催者から瀬
沼貞良・信子さんご夫婦に、南国市の金婚夫婦
を代表して橋詰市長から溝渕明・嘉穂子さんご
夫婦に記念品が贈られました。また、中沢春雄・
三和さんご夫婦が代表して謝辞を述べました。
　その他、50年を振り返る映像の上映や金婚式
典作品集で優秀賞に選ばれた大久保雅子さんの
作品の朗読などもあり、参加したご夫婦らは、
共に過ごしてきた日々を回顧していました。

９／１　第56回金婚夫婦祝福式典

市
民
か
ら
の
お
便
り

つ
ら
ゆ
き
時
代
ま
つ
り
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

▲８／27　岡豊高校生徒と中学生
　との体験交流実施事業
　　　　　　　　　（岡豊高校）

▲８／30　高知龍馬空港ジェット
　機就航30周年、龍馬空港愛称化
　10周年記念イベント
　　　　　　　（高知龍馬空港）

▲８／27　国府小学校６年生が紀
　貫之の墓前で土佐日記を暗唱　

　　　　　　（滋賀県大津市）

▲８／22　南国鉄人クラブが全国
　小学生陸上競技交流大会県選考

会優勝を報告　　　（市役所）

▲８／18　第７回掩体コンサート
　　　　　　　　（大湊小学校）

▲８／22　香長中学校女子柔道部
　凱旋（がいせん）式　（市役所）

▲８／21　外国人に対する災害対
　応訓練　　　　　（消防本部）

▲８／21　第12回南国市人権教育
　研究大会　（グレース浜すし）

▲８／24　高知農業高校開放講座
　「楽しい木の実・木の枝工作」
　　　　　　　（高知農業高校）
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■応募締切／10月11日㈮必着
■あ て 先／〒７８３－８５０１
　　　　　　南国市大埇甲２３０１
　　　　　　南国市企画課「親子クイズ」係
＊はがきで応募
■賞　　品／正解者の中から抽選で、５名に
　　　　　　図書カード（1,000円）を贈呈

　親子クイズは、広報委員が毎月順番に
考えています。　　　　　　　　　　　

★応募総数／54通　　★正 解 率／91％

　これらの略語の意味は何でしょうか？
　下の言葉から選んで（　）に記入してください。

【第496回当選者】

森　裕介（岡豊町）
小松　美智（比江）
筒井　良枝（大埇甲）
島内　良章（物部）
坂本　未妃（十市）

市
民
か
ら
の
お
便
り

孫
と
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

県
外
出
身
な
の
で
「
な
ん
こ
く
歴
史
散
歩
」
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

【第496回解答】

34

　

我
が
家
に
は
、
小
学
３
年
生
の
娘
と

５
歳
と
３
歳
の
息
子
が
い
ま
す
。
仕
事

と
育
児
の
両
立
で
毎
日
必
死
で
す
。
あ

る
日
、
娘
か
ら
携
帯
に
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
も
買
い
た

い
人
形
が
あ
る
け
ど
、
買
っ
て
も
か
ま

ん
？
」
娘
に
と
っ
て
、
お
店
で
見
る
物

は
何
で
も
輝
い
て
見
え
る
よ
う
で
、
そ

の
日
も
私
の
両
親
と
の
買
い
物
で
欲
し

い
物
を
見
つ
け
た
と
の
こ
と
。
最
近
子

ど
も
た
ち
が
物
を
大
切
に
し
な
い
の
で
、

し
ば
ら
く
買
う
こ
と
を
控
え
よ
う
と
夫

と
話
を
し
て
い
た
矢
先
の
こ
と
で
し
た
。

「
だ
め
」
と
言
っ
て
も
す
ぐ
に
は
納
得

し
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
、
「
帰
っ
た
ら

話
を
聞
く
か
ら
、
そ
の
後
買
う
か
ど
う

か
決
め
よ
う
」
と
答
え
、
電
話
を
切
り

ま
し
た
。

　

何
か
の
き
っ
か
け
で
職
場
の
先
輩
た

ち
に
そ
の
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
先

輩
た
ち
は
そ
の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
「
物
を
大
切
に
し
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
は
よ
く
わ

か
る
よ
。
最
近
は
、
物
を
失
く
し
て
も

平
気
っ
て
い
う
子
ど
も
も
多
い
し
ね
」

と
共
感
し
て
く
れ
た
後
、
「
お
嬢
さ
ん

に
は
お
小
遣
い
を
い
く
ら
あ
げ
て
る
？
」

と
き
か
れ
、
ハ
ッ
と
し
ま
し
た
。
「
１

カ
月
に
100
円
で
す
。
で
も
、
買
い
た
い

物
が
あ
れ
ば
一
緒
に
買
い
に
行
く
し
・

・
・
」

　

娘
は
初
め
て
の
子
ど
も
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
気
を
つ
け
て
は
い
ま
し
た
が
、

つ
い
お
小
遣
い
の
こ
と
ま
で
気
が
回
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
「
必
要
が
あ
る
無
し

じ
ゃ
な
く
、
貰
っ
た
お
小
遣
い
を
ど
う

使
う
か
を
考
え
さ
せ
る
こ
と
も
大
切
か

も
ね
」
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、

娘
の
成
長
に
つ
い
て
い
け
て
い
な
い
自

分
に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
出
来
事
は
日
常
茶
飯
事
で
、

子
育
て
に
は
悩
み
が
尽
き
ま
せ
ん
。
幸

い
私
の
場
合
は
、
子
育
て
の
先
輩
た
ち

が
周
囲
に
多
く
、
生
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

貰
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
世

の
中
に
は
核
家
族
化
に
伴
い
気
軽
に
相

談
で
き
る
相
手
も
な
く
、
一
人
で
思
い

悩
み
な
が
ら
子
育
て
を
し
て
い
る
人
も

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
、

私
の
よ
う
に
思
い
切
っ
て
誰
か
に
相
談

し
て
み
る
の
も
一
つ
の
方
法
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
親
と
し

て
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
出

て
き
ま
す
。
子
ど
も
が
成
長
す
る
と
共

に
、
自
分
も
親
と
し
て
成
長
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
だ
な
、
と
痛
感
し
ま
す
。

　

さ
て
、
次
は
ど
ん
な
難
題
が
出
て
く

る
か
、
子
ど
も
た
ち
が
私
た
ち
の
も
と

か
ら
巣
立
っ
て
い
く
時
ま
で
、
親
と
し

て
共
に
成
長
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

人
権
啓
発
広
報
委
員
会

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

「子どもと共に」♥　♥　♥　♥ ♥　♥　♥　♥

第 　 　 番札所 　 　 寺と

第 　 　 番札所 　 　 　 寺
です。

①ＧＤＰ（　　　　　　）
②ＷＨＯ（　　　　　　）
③ＩＯＣ（　　　　　　）
④ＥＵ　（　　　　　　）
⑤ＴＰＰ（　　　　　　）

Ａ．欧州連合　　Ｂ．世界保健機関
Ｃ．国内総生産　Ｄ．国際オリンピック委員会
Ｅ．環太平洋戦略的経済連携協定

二 九 国 分

三 二 禅 師 峰
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Uターンの先駆け　

大
学
卒
業
後
、
東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
と

都
会
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
休
み
の
た
び
に

出
か
け
て
い
た
の
で
、
地
理
は
地
元
の
方
よ

り
も
詳
し
か
っ
た
で
す
。
32
歳
の
と
き
に
高

知
で
仕
事
が
し
た
く
て
、
妻
と
子
ど
も
を
連

れ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｕ
タ
ー
ン
の
先
駆

け
で
す
ね
。
今
は
も
う
退
職
し
て
150
本
の
桃

を
育
て
て
い
ま
す
。

　

山
登
り
が
好
き
で
、
若
い
こ
ろ
に
富
士
山

に
登
り
ま
し
た
。
頂
上
の
郵
便
局
か
ら
出
し

た
暑
中
見
舞
い
は
喜
ば
れ
ま
し
た
ね
。
北
ア

ル
プ
ス
を
縦
走
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
四

国
の
山
で
は
、
愛
媛
県
の
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
岩

山
、
東
赤
石
山
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
稲
生
果
樹
研
究
会
の
会
長
を
さ
れ
て

い
る
松
岡
さ
ん
。
農
業
関
係
の
書
籍
や
新
聞
の

切
り
抜
き
の
多
さ
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

Uターンの先駆け

溝
みぞぶち

渕　大
だい

記
き

さん（大埇乙）

松
まつおか

岡　徹
とおる

さん（稲生）

　

県
外
で
就
職
し
て
い
ま
し
た
が
、
４
年
ほ

ど
前
に
高
知
に
帰
っ
て
き
て
、
父
の
製
材
会

社
で
働
い
て
い
ま
す
。
自
分
が
売
っ
た
木
で

家
を
建
て
た
方
か
ら
、
こ
こ
の
木
を
使
っ
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
た
と
き
は
、
う

れ
し
い
で
す
ね
。

　

こ
の
仕
事
は
、
大
工
さ
ん
か
ら
の
注
文
を

待
つ
と
い
う
営
業
ス
タ
イ
ル
が
主
で
す
が
、

も
っ
と
、
こ
ち
ら
か
ら
動
か
な
い
と
い
け
な

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
一

般
家
庭
向
き
の
商
品
も
売
り
込
ん
で
い
き
た

い
で
す
。
将
来
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど

を
活
用
し
て
、
高
知
県
産
の
木
の
魅
力
を
世

界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

「
自
分
の
中
で
一
度
考
え
て
か
ら
行
動
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
」
と
溝
渕
さ
ん
。
と

て
も
落
ち
着
い
た
応
対
が
印
象
的
で
し
た
。

世界に向けて世界に向けて

市
民
か
ら
の
お
便
り

孫
と
ク
イ
ズ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

県
外
出
身
な
の
で
「
な
ん
こ
く
歴
史
散
歩
」
を
よ
く
読
ん
で
い
ま
す
。

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

な
ん
こ
く
歴
史
散
歩

回
12
第

　

前
回
に
引
き
続
き
、
国
分
寺
の
文
化

財
を
紹
介
し
ま
す
。

厨ず

子し

・
須し

ゅ

弥み

壇
だ
ん

　

金
堂
内
に
あ
り
、
本
尊
を
収
め
て
い

る
上
部
分
を
厨
子
と
い
い
、
そ
の
厨
子

が
乗
せ
ら
れ
て
い
る
下
の
部
分
を
須
弥

壇
と
い
い
ま
す
。
室
町
時
代
末
期
か
ら

桃
山
時
代
の
特
徴
を
持
っ
て
お
り
、
時

代
的
、
形
式
的
に
貴
重
な
こ
と
か
ら
県

指
定
の
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

絹け
ん
ぽ
ん

ち
ゃ
く
し
ょ
く
り
ょ
う
か
い
ま
ん
だ
ら

本
著
色
両
界
曼
陀
羅

　

曼
陀
羅
は
、
仏
の
悟
り
の
境
地
、
世

界
観
を
視
覚
的
に
表
し
た
も
の
で
、
胎た

い

蔵ぞ
う

界か
い

と
、
金こ

ん
ご
う
か
い

剛
界
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
両
界
曼
陀
羅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、

縦
約
153
㎝
、
横
約
138
㎝
の
大
き
さ
の
絹

布
に
、
細
部
ま
で
細
か
く
描
か
れ
て
い

ま
す
。
広

永
22
（
１

４
１
５
）

年
以
来
、

国
分
寺
に

保
管
さ
れ
、

県
指
定
の

文
化
財
に

な
っ
て
い

ま
す
。

板い
た

え
り
ょ
う
か
い
こ
う
み
ょ
う
し
ん
ご
ん

ま
ん

絵
両
界
光
明
真
言
曼
荼　

だ

羅ら

　

市
指
定
の
文
化
財
で
、
胎
蔵
界
、
金

剛
界
の
曼
荼
羅
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
直
径

２
ｍ
を
超
え
る
円
形
の
杉
板
に
描
か
れ

て
い
ま
す
。
胎
蔵
界
の
裏
面
に
は
、
江

戸
時
代
初
期
に
修
理
さ
れ
た
こ
と
が
、

墨
書
で
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
国
分
寺
に
は
文
化
財
が
数

多
く
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
造
物
で

は
、
金
堂
が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
屋
根
の
ふ
き
替

え
修
理
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
文
化
財
は
、
次
世
代
へ
伝
え
る
べ
く
、

大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

―歴史を物語るものたち―「土佐国分寺の文化財２」

厨子・須弥壇
絹本著色両界曼陀羅
（胎蔵界曼陀羅）

絹本著色両界曼陀羅
（金剛界曼陀羅）

板絵両界光明真言曼荼羅
（胎蔵界曼荼羅）

板絵両界光明真言曼荼羅
（金剛界曼荼羅）
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市
民
か
ら
の
お
便
り

国
分
寺
に
は
寄
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
禅
師
峰
寺
に
は
行
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
一
度
、
行
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

平和ボケ
「タバコの火を貸いとうぜ…」

澤本　英世（里改田）

高
齢
者
交
通
安
全
講
習

　

65
歳
以
上
の
方
を
対
象
と
し
た

交
通
安
全
講
習
を
行
い
ま
す
。
受

講
者
に
は
、
１
年
間
有
効
の
特
典

付
き
受
講
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
14
日
㈭

　

午
後
２
時
～
３
時

■
と
こ
ろ
／
南
国
交
通
会
館
（
南

国
警
察
署
庁
舎
北
側
）

■
臨
時
駐
車
場
／
生
鮮
市
場
と
れ

と
れ
彩
祭
（
南
国
警
察
署
東
）

■
内
容
／
県
内
の
交
通
事
故
の
概

況
、
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

■
定
員
／
先
着
20
名

■
受
講
料
／
無
料

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
警
察
署
交
通
課

（
☎
８
６
３
・
０
１
１
０
）
ま
で

地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議
会

６
次
産
業
推
進
講
座

　

地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議
会
で

は
、
市
内
だ
け
で
は
な
く
、
市
外

へ
も
販
路
拡
大
を
図
れ
る
商
品
の

開
発
が
で
き
る
人
材
の
育
成
を
行

っ
て
い
ま
す
。
１
次
産
業
か
ら
３

次
産
業
ま
で
を
総
合
し
た
経
営（
６

次
産
業
化
）
を
目
指
す
方
々
を
対

象
に
、
具
体
的
な
手
法
に
つ
い
て

の
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
18
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
グ
レ
ー
ス
浜
す
し

■
講
師
／
藤
原
美
江
（
株
式
会
社

フ
ジ
・
ア
ー
ト
代
表
取
締
役
）

■
受
講
料
／
無
料

■
定
員
／
40
名

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
地
域
雇
用
創
出
推
進
協
議

会
事
務
局

（
☎
８
５
６
・
６
０
８
０

　

�
８
５
６
・
６
０
８
１
）
ま
で

ス
マ
イ
リ
ー
ハ
ー
ト

人
権
講
座
２
０
１
３

　

あ
な
た
と
私
の
笑
顔
の
た
め
に

　

あ
な
た
の
中
の
優
し
さ
や
思
い

や
り
の
心
が
広
が
る
き
っ
か
け
と

な
る
こ
と
を
願
い
、
３
つ
の
話
題

を
お
届
け
し
ま
す
。

と き 内　容 講　師

10月７日㈪
14：00～15：30

障害って何だろう？
～障害のある人から教
わった大切なこと～

竹村利道（ＮＰＯ法人ワー
クスみらい高知代表）

10月11日㈮
10：00～11：30

若者の学びなおしと自
立支援事業
～地域レベルでの若者
支援を目指して～

髙村壮（高知黒潮若者サポ
ートステーション総括コー
ディネーター）、山下文枝
（同南国責任者）、県生涯
学習課

10月18日㈮
14：00～15：30

だれもが幸せにくらす
ために

堀川美彌（高知県人権啓発
センター講師）

キ
ャ
ン
ド
ル
教
室

　

キ
ャ
ン
ド
ル
の
魅
力
を
学
び
な

が
ら
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
キ
ャ
ン
ド

ル
を
作
り
ま
す
。

■
と
き
／
11
月
11
日
㈪
、
18
日
㈪
、

25
日
㈪

　

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
藤
岡
さ
わ

■
対
象
／
18
歳
以
上
の
方

■
定
員
／
20
名
程
度

■
受
講
料
・
材
料
費

　

５
千
300
円
（
３
回
分
）

■
準
備
物
／
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
方
法
／
電
話
で
教
室
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
締
切
後
は
が
き
で
案
内
し
ま
す
。

■
申
込
締
切
／
11
月
４
日
㈪

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
☎
８
６
５
・
８
０
１
５
） 

ま
で

■
と
き
／
11
月
10
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講
師
／
長
崎
政
浩
（
高
知
工
科

大
学
教
授
）

■
参
加
費

▼
Ｎ
Ｉ
Ａ
会
員
／
千
円

▼
一
般
／
２
千
円

＊
お
弁
当
代
を
含
む

■
申
込
締
切
／
11
月
３
日
㈰

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

友
永

（
☎
０
９
０
・４
３
３
２
・７
６
５
２

　
�salut_navigatoria@yahoo.co.jp

）

ま
で

■
と
こ
ろ

　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
参
加
費
／
無
料

■
備
考
／
１
講
座
の
み
の
受
講
可

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

Ｎ
Ｉ
Ａ
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

英
語
集
中
学
習
会（
上
級
者
対
象
）
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市
民
か
ら
の
お
便
り

家
族
と
お
遍
路
巡
り
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
７
月
に
高
野
山
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

歴
史
学
講
座

　

土
佐
の
歴
史
上
、
大
き
な
関
係

性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
南
国
市
と

本
山
町
の
、
中
近
世
を
舞
台
と
し

た
歴
史
群
像
を
紐
解
き
ま
す
。

■
と
き

▼
10
月
16
日
㈬
、
23
日
㈬
、
30
日

㈬
、
11
月
６
日
㈬

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

▼
11
月
12
日
㈫

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

■
と
こ
ろ
／
大
篠
公
民
館
ホ
ー
ル

＊
最
終
回
は
、
本
山
町
周
辺
の
史

跡
め
ぐ
り

■
講
師
／
宅
間
一
之
（
県
立
歴
史

民
俗
資
料
館
顧
問
）

■
対
象
／
市
民
及
び
市
内
勤
務
者

■
定
員
／
20
名
程
度

■
受
講
料
／
千
200
円
（
５
回
分
）

＊
11
月
12
日
の
み
昼
食
代
別
途

■
申
込
締
切
／
10
月
10
日
㈭

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
文
化
財
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

　

南
国
と
本
山
の
歴
史
～
長
宗

　

我
部
氏
か
ら
野
中
兼
山
ま
で

日
章
祭

■
と
き
／
10
月
６
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

＊
雨
天
決
行

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
内
容
／
日
章
和
太
鼓
倶
楽
部
演

奏
、
歌
と
三
味
線
に
よ
る
演
舞
、

吹
奏
楽
団
の
演
奏
、
知
育
玩
具

教
室
、
お
楽
し
み
抽
選
会
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

日
章
地
区
地
域
活
性
化
協
議
会

高
橋

（
☎
８
６
４
・
４
３
４
６

　

☎
０
９
０・４
７
８
４・３
１
３
３
）

ま
で

第
40
回
南
国
市
文
化
祭

　

南
国
市
文
化
協
会
に
所
属
す
る

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
会
員
が
、

日
ご
ろ
の
稽
古
や
制
作
の
成
果
を

発
表
し
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
40

地
域
と
大
学
を
結
ぶ
会

　

岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
（
公
民
館
）

で
は
、
高
知
大
学
医
学
部
と
地
域

住
民
が
共
に
健
康
を
考
え
る
会
を

開
催
し
、
健
康
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の

で
、
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
10
月
25
日
㈮

　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

平
成
25
年
度
南
国
市
成
人
式

■
と
き
／
平
成
26
年
１
月
３
日
㈮

　

午
後
１
時
～（
開
場
…
正
午
～
）

■
と
こ
ろ
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
平
成
５
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方

＊
住
民
登
録
の
あ
る
新
成
人
の
方

に
は
、
11
月
中
に
文
書
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

＊
南
国
市
出
身
の
方
は
、
現
在
、

住
民
登
録
が
な
く
て
も
出
席
で

き
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
人
権
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
６
９
）
ま
で

白
木
谷
八
京
四
方
竹
祭
り

　

タ
ケ
ノ
コ
の
名
産
地
、
白
木
谷

八
京
地
区
で
、
恒
例
の
「
四
方
竹

祭
り
」
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
６
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

＊
雨
天
決
行

■
と
こ
ろ
／
白
木
谷
小
学
校

■
内
容
／
四
方
竹
の
販
売
、
地
元

農
産
物
や
ち
ら
し
ず
し
の
販
売
、

も
ち
つ
き
実
演
販
売
、
四
方
竹

料
理
の
試
食
・
販
売

　
　
　
　

※
お
問
い
合
わ
せ
は

白
木
谷
地
区
長　

中
司
邦
夫

（
☎
８
６
２
・
２
１
０
５
）
ま
で

回
を
記
念
し
、
紅
白
餅
を
両
日
、

先
着
150
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
13
日
㈰
・
14
日
㈪

▼
展
示
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
舞
台
／
正
午
～

▼
茶
席
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
内
容

▼
展
示
／
書
道
、
洋
画
、
墨
絵
、

生
け
花
、
写
真
な
ど

▼
舞
台
／
日
舞
、
詩
吟
、
民
踊
、

琴
、
マ
ジ
ッ
ク
、
コ
ー
ラ
ス
、

　

剣
詩
舞
、
三
味
線
・
太
鼓
な
ど

＊
13
日
㈰
は
日
章
和
太
鼓
、
14
日

㈪
は
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
演
奏
で

ス
タ
ー
ト

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

■
入
場
料
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
文
化
協
会　

竹
村

（
☎
０
９
０・９
７
７
７・３
６
０
９
）

ま
で

■
と
こ
ろ
／
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館

■
健
康
講
話
／
加
齢
に
伴
う
眼
科

疾
患
あ
れ
や
こ
れ

■
講
師
／
多
田
憲
太
郎
（
高
知
大

学
医
学
部
眼
科
医
師
）

■
参
加
費
／
無
料

※
お
問
い
合
わ
せ
は

中
央
公
民
館
岡
豊
ふ
れ
あ
い
館
担
当

（
☎
８
６
４
・
０
６
２
３
）
ま
で

乳
幼
児
の
た
め
の
お
は
な
し
会

　

０
歳
か
ら
３
歳
く
ら
い
ま
で
の

お
子
さ
ん
と
そ
の
保
護
者
を
対
象

に
、
手
遊
び
や
絵
本
な
ど
を
楽
し

む
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き
／
10
月
31
日
㈭

　

午
前
10
時
～
10
時
40
分

■
と
こ
ろ

　

日
章
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
和
室

■
講
師
／
秋
本
美
津
（
高
知
市
読

　

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
豆
の
木
会
」

　

代
表
）

■
参
加
費
／
無
料

■
申
込
締
切
／
10
月
25
日
㈮

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

市
立
図
書
館

（
☎
８
６
３
・
０
４
６
９
）
ま
で
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たちばな２号
日 曜 場　　　　　　所　　・　　時　　　　　　間

10／３ 木 長岡東部保育園 
　10：20 ～ 10：40

十市小学校 
　12：50 ～ 13：35

緑ヶ丘 2 丁目 
　14：10 ～ 14：30

県住十市団地 
　14：35 ～ 15：15

あとむ幼稚園 
　15：20 ～ 15：50

４ 金 札場バス停前 
　10：00 ～ 10：20

丸十園芸組合前 
　10：25 ～ 10：45

阿戸公民館 
　10：50 ～ 11：10

日章小学校 
　12：50 ～ 13：20

立田消防屯所南側 
　14：10 ～ 14：30

タマリン館 
　14：40 ～ 15：00

大篠小学校Ａ 
　15：25 ～ 16：25

８ 火 あけぼの保育所 
　10：20 ～ 10：40

大湊保育所 
　10：50 ～ 11：10

寶生寺 
　11：15 ～ 11：35

香長中学校 
　13：00 ～ 13：20

白銀荘 
　14：05 ～ 14：25

大篠保育園 
　14：35 ～ 15：05

大篠小学校Ｂ 
　15：25 ～ 16：25

９ 水 後免野田保育園 
　10：20 ～ 10：40

岩村ふれあいセンター 
　10：55 ～ 11：15

香南中学校 
　12：50 ～ 13：10

高知高専宿舎 
　13：25 ～ 13：45

グループホームワルツ 
　14：00 ～ 14：30

10 木 久礼田保育所 
　10：25 ～ 10：45

久礼田西公民館
　10：55 ～ 11：15

後免野田小学校 
　12：50 ～ 13：35

たちばな幼稚園 
　14：00 ～ 14：20

奈路小学校 
　14：45 ～ 15：20

奈路公民館 
　15：25 ～ 15：45

北陵中学校 
　16：05 ～ 16：25

11 金 里保育所 
　10：20 ～ 10：40

稲生小学校 
　12：50 ～ 13：30

白山荘 
　13：40 ～ 14：10

稲生保育園 
　14：20 ～ 14：40

かりやストアー前 
　14：45 ～ 15：05

土佐厚生会こくふ 
　15：30 ～ 16：00

15 火 明見保育所 
　10：15 ～ 10：35

星神社前 
　10：40 ～ 11：00

久礼田小学校 
　12：50 ～ 13：35

植野公民館 
　14：10 ～ 14：30

定林寺公民館 
　14：50 ～ 15：10

白木谷小学校　　 
　15：30 ～ 16：00

16 水 吾岡保育園 
　10：30 ～ 10：50

南海学園 
　10：55 ～ 11：15

国府小学校 
　13：00 ～ 13：30

ケアハウスたんぽぽ 
　14：10 ～ 14：40

医学部中島宿舎 
　14：50 ～ 15：10

ひまわり幼稚園 
　15：35 ～ 16：05

17 木 長岡西部保育所 
　10：20 ～ 10：40

岡豊保育園 
　10：50 ～ 11：10

長岡小学校　　 
　13：00 ～ 13：40

長岡農協 
　13：50 ～ 14：10

南陣山公民館 
　14：20 ～ 14：40

医学部国際交流会館 
　16：00 ～ 16：20

18 金 蒲原県営住宅 
　10：15 ～ 10：35

医学部蒲原宿舎 
　10：40 ～ 11：00

保健福祉センター 
　11：20 ～ 11：40

鳶ヶ池中学校 
　13：10 ～ 13：30

希望が丘分校 
　15：00 ～ 15：30

22 火 十市保育園 
　10：00 ～ 10：30

岡豊小学校 
　13：00 ～ 13：30

ＪＡ三和支所 
　14：15 ～ 14：35

大湊小学校 
　14：50 ～ 15：20

23 水 土佐希望の家 
　10：00 ～ 10：25

国府保育所 
　10：35 ～ 10：55

三和小学校　　 
　12：50 ～ 13：40

浜窪市営住宅 
　14：00 ～ 14：20

南部営農センター 
　14：30 ～ 14：50

浜改田公民館 
　15：00 ～ 15：30

市
民
か
ら
の
お
便
り

今
年
は
こ
と
の
ほ
か
暑
さ
が
厳
し
く
、
子
ど
も
は
元
気
で
し
た
が
、
親
は
行
事
に
付
き
合
っ
て
ば
て
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

や
っ
と
い
く
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
秋
野
菜
の
種
ま
き
や
畑
の
手
入
れ
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。

第
20
回
南
国
・
香
美
・
香
南

畜
産
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
と
き
／
11
月
２
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
50
分

■
と
こ
ろ

　

県
立
高
知
農
業
高
校（
放
牧
場
）

■
内
容
／
乳
牛
の
品
評
会
、
ふ
れ

あ
い
動
物
コ
ー
ナ
ー
、
入
賞
牛

予
想
ク
イ
ズ
、
乳
牛
体
重
当
て

ク
イ
ズ
、
牛
乳
の
無
料
配
布
、

物
品
販
売
な
ど

※
お
問
い
合
わ
せ
は

農
林
水
産
課
地
産
地
消
推
進
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
９
）
ま
で

健
康
ゴ
ル
フ
大
会

■
と
き
／
11
月
12
日
㈫

　

午
前
８
時
～

■
と
こ
ろ

　

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

■
対
象
／
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
さ
れ
て
い
る
方
、
お
よ
び
市

内
団
体
・
企
業
に
関
係
さ
れ
て

い
る
方

■
定
員
／
先
着
100
名

■
参
加
費
／
３
千
円

■
プ
レ
ー
費
／
９
千
800
円
（
食
事
、

キ
ャ
デ
ィ
ー
付
き
）

＊
キ
ャ
デ
ィ
ー
な
し
の
場
合
は
、

　

７
千
300
円

■
申
込
締
切
／
10
月
25
日
㈮

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

南
国
市
商
工
会

（
☎
８
６
４
・
３
０
７
３
）
ま
で

広
告
入
り
封
筒
寄
附
事
業
者

　

市
で
は
経
費
削
減
等
を
目
的
に
、

市
が
使
用
す
る
次
の
封
筒
に
つ
い

て
、
広
告
入
り
封
筒
を
作
製
し
、

寄
附
し
て
い
た
だ
け
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

種類 窓口用封筒 公用封筒

サ イ ズ 長形３号
角形６号 角形２号 長形３号 角形２号

枚　　数 23,500枚 3,500枚 33,000枚 14,000枚
使用期間 平成26年５月から１年間使用予定

＊窓口用封筒については、墓地および墓石関係事
　業、葬祭関係事業の広告は、ご遠慮願います。

■
掲
載
で
き
る
広
告
お
よ
び
内
容

内
容
は
法
令
な
ど
に
違
反
な
く
、

公
益
上
支
障
が
な
い
も
の
と
し

ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
「
南
国
市

広
告
入
り
封
筒
の
作
製
及
び
寄

附
に
関
す
る
要
綱
」
に
よ
り
ま

す
。

■
申
込
方
法
／
所
定
の
申
込
書
に

原
稿
（
案
）
を
添
え
て
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切
／
10
月
31
日
㈭

※
申
込
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

企
画
課
企
画
調
整
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
３
）
ま
で

10
月
は
「
里
親
月
間
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
っ
て
家

庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
子
ど
も

た
ち
を
み
な
さ
ん
の
家
庭
に
迎
え

入
れ
、
愛
情
を
持
っ
て
養
育
し
て

い
た
だ
く
制
度
が
「
里
親
」
で
す
。

　

人
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
家
庭
の
温
か
い
雰
囲
気

の
中
で
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
を
と
も
に
見
守
っ
て
い
た
だ
け

ま
せ
ん
か
。
里
親
に
関
心
の
あ
る

方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

県
中
央
児
童
相
談
所

（
☎
８
６
６
・
６
７
９
１
）
ま
で

　

あ
な
た
を
必
要
と
し
て
い
る

　

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
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菩提樹荘の殺人　有栖川有栖
北の街物語　　　　内田康夫
すなまわり　　　　鶴川健吉
政と源　　　　　三浦しをん
砂漠ダンス　　　　山下澄人
紫の結び　源氏物語　１
　　　　　　　荻原規子・訳
戦後日本史の考え方・学び方
　　　　　　　　　成田龍一
図工室の日曜日　　田中六大
とびばこのひるやすみ
　　　　　　　　長谷川義史
ぐるんぐるんつむじかぜ

アーノルド・ローベル
　　　　　　　　　　　ほか

毎週の月曜日、31日㈭
10月の休館日■とき／10月21日㈪

　　　   10：00～15：00
■ところ／社会福祉センター
※お問い合わせは、総務課総務係
（☎８８０－６５５１）まで

■とき／毎月第１・３土曜日
　　　   10：00～12：00
■ところ／社会福祉センター
※事前予約を社会福祉協議会
　（☎８６３－４４４４）まで

動物愛護のつどい

人権・行政相談

無料法律相談

　口座振替をご利用の方は、引き落とし
不能にならないよう納期限前に口座の残
金をお確かめください。

発生件数　　  ２件
建物　　　       １件
山林　　　       ０件
その他　  　     １件

《救急》
出動回数   250回
急病　　　  143回
交通事故　   32回
一般事故　　38回
その他　      37回

（８月分）

10月の納税は
市県民税（３期分）・国保税（４期分）

《火災》

■とき／10月20日㈰10：30～
■ところ／高知市丸ノ内緑地
■備考／小犬の譲渡会もあります。
※お問い合わせは、県食品衛生課
（☎８２３－９６７３）まで

人身事故件数 死者 負傷者
   25年８月
25年1月～8月

17件
156件

０人 19人
０人 173人

市
民
か
ら
の
お
便
り

今
年
は
こ
と
の
ほ
か
暑
さ
が
厳
し
く
、
子
ど
も
は
元
気
で
し
た
が
、
親
は
行
事
に
付
き
合
っ
て
ば
て
ま
し
た
。

市
民
か
ら
の
お
便
り

や
っ
と
い
く
ぶ
ん
涼
し
く
な
り
ま
し
た
。
秋
野
菜
の
種
ま
き
や
畑
の
手
入
れ
が
忙
し
く
な
り
ま
す
。

■
閲
覧
期
間

　

10
月
５
日
㈯
～
24
日
㈭

■
閲
覧
場
所
・
日
時

▼
奈
路
公
民
館
（
奈
路
地
区
の
閲

覧
）
／
10
月
12
日
㈯
、
13
日
㈰
、

19
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
滝
本
公
民
館
（
滝
本
地
区
の
閲

覧
）
10
月
６
日
㈰
、
14
日
㈪
、

19
日
㈯
午
前
９
時
～
午
後
４
時

▼
笠
ノ
川
公
民
館
（
笠
ノ
川
地
区

の
閲
覧
）
10
月
５
日
㈯
、
６
日

㈰
、
13
日
㈰
午
前
９
時
～
午
後

４
時

▼
市
役
所
３
階
教
養
室
（
中
ノ
川

地
区
の
閲
覧
）
10
月
12
日
㈯
午

前
10
時
～
午
後
３
時

▼
地
籍
調
査
課（
全
地
区
の
閲
覧
）

10
月
７
日
㈪
～
24
日
㈭
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
対
象
区
域

▼
奈
路
／
石
田
ノ
上
、
石
田
、
東

田
ノ
野
、
田
ノ
野
、
大
森
、
下

屋
敷
、
宮
ノ
久
保
、
ハ
ラ
ウ
チ

松
、
ア
リ
ノ
木
谷
、
サ
ル
ワ
タ

リ
、
石
コ
ロ
ビ
、
松
尾
口
、
小

　

山
、
南
サ
ル
ワ
タ
リ
、
イ
ゲ
谷
、

寿
助
田
、
境
谷
、
西
境
谷
、
カ

ウ
ベ
、
西
カ
ウ
ベ
、
堂
ノ
谷
、

西
堂
ノ
谷
、
土
山
、
椎
ノ
峠
、

蕗
ノ
本
、
柿
ノ
サ
コ
、
赤
土

平
成
24
年
度
地
籍
調
査
事
業

一
筆
地
調
査
区
域
の
地
籍
図
・

地
籍
簿
（
案
）
の
閲
覧

▼
岡
豊
町
滝
本
／
己
家
ケ
谷
、
菖

蒲
谷
、
南
菖
蒲
谷
、
見
底
谷
、

堂
ケ
畝
、
大
谷
、
呉
岩
、
橘
谷
、

呉
磯
、
王
子
ケ
谷
、
金
子
ノ
上

▼
岡
豊
町
笠
ノ
川
／
山
本
、
大
平
、

西
村
、
船
岩
、
比
原
、
瀧
戸
、

西
ノ
芝
、
釜
ヶ
谷
、
柳
ヶ
首

▼
中
ノ
川
／
名
本
屋
敷
、
東
川
ノ

上
、
平
松
、
焼
瀧
、
平
松
上
ミ
、

鳩
ノ
巣
、
平
家
瀧

■
備
考
／
閲
覧
に
は
、
署
名
と
押

印
が
必
要
で
す
。
印
鑑
（
認
め

印
可
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
地
籍
図
は
土
地
所
有
者
や
関
係

者
以
外
の
方
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
※
お
問
い
合
わ
せ
は

地
籍
調
査
課

（
☎
８
８
０
・
６
５
７
９
）
ま
で

求
職
者
支
援
訓
練

　

求
職
者
支
援
訓
練
は
、
雇
用
保

険
を
受
給
で
き
な
い
求
職
者
の
方

な
ど
を
対
象
と
し
た
、
３
カ
月
か

ら
６
カ
月
間
の
訓
練
で
す
。
受
講

料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
別

途
必
要
）
で
、
仕
事
に
就
く
た
め

に
必
要
な
知
識
な
ど
を
学
べ
ま
す
。

　

コ
ー
ス
や
申
込
方
法
な
ど
の
詳

細
は
、
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www3.

jeed.or.jp/kochi/poly/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
高
知
求
職
者

支
援
課

（
☎
８
３
３
・
１
０
８
５
）
ま
で

　

国
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
で
、
困

っ
て
い
る
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
総
務
省
の

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

総
務
省
で
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

に
行
政
相
談
を
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
、
毎
年
10
月
に
「
行
政

相
談
週
間
」
を
設
け
、
各
種
の
行

事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

南
国
市
で
は
、
総
務
大
臣
の
委

嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
に
よ

る
行
政
相
談
所
（
無
料
・
秘
密
厳

守
）
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き
／
10
月
21
日
㈪

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
行
政
相
談
委
員

▼
山
岡
幹
雄

（
☎
８
６
５
・
２
５
６
９
）

▼
石
川
明
美

（
☎
８
６
５
・
０
１
０
６
）

▼
田
岡
崇

（
☎
８
０
３
・
７
２
１
４
）

　

10
月
21
日
㈪
～
27
日
㈰

行
政
相
談
週
間
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市
民
か
ら
の
お
便
り

愛
犬
と
朝
の
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
う
ろ
こ
雲
が
…
。
秋
を
感
じ
ま
し
た
。

高
知
広
域
都
市
計
画
変
更

（
素
案
）の
縦
覧
、説
明
会
、

公
聴
会

　

市
で
は
、
高
知
広
域
都
市
計
画

の
変
更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
内
容
／
南
国
久
礼
田
流
通
団
地

地
区
計
画
の
変
更

■
縦
覧
期
間

　

10
月
15
日
㈫
～
10
月
28
日
㈪

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所
／
都
市
整
備
課

■
説
明
会

　

10
月
17
日
㈭
午
後
７
時
～

　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
公
聴
会

　

11
月
８
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

　

県
で
は
、
高
知
広
域
都
市
計
画

道
路
（
３
・
４
・
６
号
高
知
南
国

線
）
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
の
変

更
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

　

10
月
１
日
㈫
～
10
月
15
日
㈫

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

■
縦
覧
場
所
／
都
市
整
備
課
、
県

都
市
計
画
課
（
県
庁
６
階
）

■
説
明
会

高
知
広
域
都
市
計
画
道
路
の

都
市
計
画
変
更
（
素
案
）

縦
覧
、
説
明
会
、
公
聴
会

　

10
月
11
日
㈮
午
後
7
時
～
８
時

　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

■
公
聴
会

　

10
月
28
日
㈪
午
前
10
時
～
正
午

　

市
役
所
５
階
第
２
～
第
５
委
員

会
室

＊
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方
は
、
10
月
18
日
㈮
（
郵

送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
意
見
の
要
旨
お
よ
び

そ
の
理
由
な
ら
び
に
住
所
、
氏

名
を
記
載
し
た
書
面
を
知
事
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
意
見
は
、
今
回
の
縦
覧
に
関
係

す
る
内
容
に
限
り
ま
す
。

＊
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方
が

い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
。

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

県
都
市
計
画
課

（
〒
７
８
０
・
８
５
７
０

　

高
知
市
丸
ノ
内
１
・
２
・
２
０

　

☎
８
２
３
・
９
８
４
６
）
ま
で

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

一
部
改
定
の
公
表

　

都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な

方
針
に
つ
い
て
定
め
た
「
南
国
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の

一
部
改
定
を
行
い
ま
し
た
の
で
、

公
表
し
ま
す
。

■
内
容
／
都
市
計
画
道
路
、
地
区

計
画
に
つ
い
て
一
部
改
定

■
公
表
場
所
／
都
市
整
備
課

※
お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
整
備
課
建
築
都
計
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
８
）
ま
で

　日頃、運動していますか？歩いていますか？
　10月～１月をチャレンジ期間として、月10日（週
２～３日程度のペースで１日当たり20分以上）を目
標に３カ月間ご自分のペースで歩いてみませんか？
■参加方法

　市民ならどなたでも参加できます。市役所総合
案内と保健福祉センターで「記録表」を配布して
います。チャレンジ終了後、「記録表」を保健福
祉センターまたは市役所国保係に提出すると、参
加賞（粗品）を進呈します。「記録表」は、市の
ホームページからダウンロードもできます。

＊参加賞は、数に限りがあります。なくなり次第、
　参加賞の進呈は終了します。
■達人の皆様へ
　　健脚の方用に、「四国１周ウォーキング」（完歩

1,095㎞）も行っています。完歩した方には、プレ

ゼントがあります。
■健康効果

■「ウォーキングガイドマップ」の配布
　ウオーキングのお供に役立つ南国市の名所、旧
跡を盛り込んだ全22コースのガイドマップを市役
所総合案内と保健福祉センターで配布しています。

※お問い合わせは
　保健福祉センター（☎８６３－７３７３）まで

～参加者募集～みんなァ!! ｄｅ歩こう南国市みんなァ!! ｄｅ歩こう南国市

がん予防

ストレス解消

老化や
認知症予防

メタボの
予防・解消

　

正
午

　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

＊
公
聴
会
で
意
見
を
述
べ
よ
う
と

す
る
方
は
、
10
月
28
日
㈪
午
後

５
時
（
郵
送
の
場
合
は
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
意
見
の
要

旨
お
よ
び
そ
の
理
由
な
ら
び
に

住
所
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
意
見
は
、
今
回
の
縦
覧
に
関
係

す
る
内
容
に
限
り
ま
す
。

＊
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
方
が

い
な
い
場
合
は
、
公
聴
会
を
開

催
し
ま
せ
ん
。

※
提
出
先
・
お
問
い
合
わ
せ
は

都
市
整
備
課
建
築
都
計
係

（
☎
８
８
０
・
６
５
５
８
）
ま
で

　「広報なんこく」９月号裏
表紙「市の統計」の記事の一
部が間違っていましたので、
おわびして訂正します。
　誤　登録国籍数　27カ国
　　　　　　　　↓
　正　登録国籍数　26カ国

「広報なんこく」９月号の
おわびと訂正
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 －安
やす

きに居
あり

て危
あや

うきを思
おも

う－ －安
やす

きに居
あり

て危
あや

うきを思
おも

う－居
こ

安
あん

思
し

危
き

平成25年度国民年金保険料の
一部免除制度をご存知ですか

■一部免除の種類
　前年の所得に応じて、３／４免除・半額免除・

１／４免除の３種類があります。
※学生の方は「学生納付特例制度」の対象となる

ので、免除申請はできません。
■メリット

▲

受給資格期間に算入
　老齢基礎年金・障害基礎年金・遺族基礎年金
を受けるためには、一定の納付要件が必要です。
　その他、障害基礎年金の場合は障害の程度、
遺族基礎年金の場合は支給対象となる遺族の有
無が受けるための要件となります。

▼老齢基礎年金額に反映
　１ヶ月の保険料を納付または免除されること

によって、老齢基礎年金額に反映される金額は、
次のとおりです。

平成25年４月時点の老齢基礎年金額をもとに計算
した場合

＊一部免除を承認された期間の保険料を期限内に
納付しなければ「未納期間」となり、受給資格
期間に算入されません。老齢基礎年金額にも反
映されませんので、納め忘れにご注意ください。

国民年金保険料の納付期限は、
翌月の末日です。

忘れず納めましょう。

１ヶ月の
保険料額

（Ｈ25年度）

老齢基礎年金額への
反映額（概算） 　　

定 額 納 付 15,040円 1,638円
全 額 免 除 0円   819円（定額納付の４／８）
３／４免除 3,760円 1,023円（定額納付の５／８）
半 額 免 除 7,520円 1,228円（定額納付の６／８）
１／４免除 11,280円 1,433円（定額納付の７／８）

※お問い合わせは、南国年金事務所（☎８６４－１１１１）市民課年金係（☎８８０－６５５５）まで

　平成26年４月からの運用を目指して、市内56カ所
に防災行政無線放送設備を整備中です。
　10月から、順次、テスト放送を行います。また、消
防屯所に設置した設備は、サイレンのテストも行い
ます。
　緊急時の情報伝達に関する重要なテストです。ご
理解とご協力をお願いします。
■とき／10月23日㈬～平成26年３月31日㈪
＊設置の完了した地点から順次行います。
■内容
▶放送内容

「こちらは南国市役所です。ただいま防災行政無
線の試験放送中です。」を最大３回放送します。

▶サイレンテスト
「こちらは南国市役所です。ただ今よりサイレン
のテストを行います。」の放送後に、サイレンを
２秒程度、最大３回鳴らします。

▶定時放送
　12月１日㈰から毎日午後５時に音楽を放送します。

※お問い合わせは
　危機管理課（☎８８０－６５７５）まで

なんこく防災くんの防災情報 1

居
こ

安
あん

思
し

危
き

防災行政無線のテスト放送にご協力を

三和鉄塔

なんこく防災くん
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環 境 課からのお知らせ

　

平
成
19
年
度
を
基
準
と
し
て
、
平

成
24
年
度
ま
で
の
５
カ
年
間
、
市
の

事
務
事
業
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
の
削
減
に
全
職
員
で
取
り
組
み

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
目
標
を
達
成
で
き
な

か
っ
た
項
目
も
あ
り
ま
し
た
が
、
温

室
効
果
ガ
ス
全
体
の
削
減
率
は
6.6
％

と
、
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、

引
き
続
き
地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

～
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
編
～

①
キ
ャ
ッ
プ
は
必
ず
は
ず
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
キ
ャ
ッ
プ
は
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ

　

ッ
ク
で
す
。

②
た
ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
が
入
っ
て

い
る
と
資
源
化
で
き
ま
せ
ん
。

③
飲
み
残
し
を
サ
ッ
と
す
す
げ
ば
、

臭
い
や
カ
ビ
の
発
生
が
抑
え
ら
れ

ま
す
。

④
工
作
に
使
用
し
た
り
、
細
切
れ
に

し
た
も
の
、
ま
た
、
汚
れ
が
ひ
ど

い
も
の
な
ど
は
資
源
化
で
き
ま
せ

ん
。
思
い
切
っ
て
可
燃
ご
み
へ
出

し
ま
し
ょ
う
。　

　

冷
蔵
庫
は
24
時
間
365
日
働
き
続
け

て
い
ま
す
。
少
し
の
工
夫
で
節
電
効

果
は
大
き
い
で
す
よ
。

①
も
の
は
詰
め
込
ま
な
い

　

冷
蔵
室
に
は
、
物
を
詰
め
込
み
す

ぎ
な
い
よ
う
に
。

＊
逆
に
、
冷
凍
室
は
あ
ま
り
隙
間
を

作
ら
な
い
方
が
効
率
ア
ッ
プ
し
ま

す
。

②
扉
の
開
閉
は
短
時
間
で

　

入
っ
て
い
る
物
を
メ
モ
書
き
し
て

扉
に
貼
っ
て
お
け
ば
、
す
ぐ
に
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
庫
内
の
冷
気
を
逃
が
さ
な
い

　

保
冷
カ
ー
テ
ン
を
使
う
と
冷
気
を

ごみ出しカレンダーについて

　各ごみの収集日については「南国市の家庭
ごみの分け方・出し方」をご覧ください。
　最新版は「平成24年作成」です。お手元に
ない方には、市役所総合案内、各支所で配布
しています。
　第○・○曜日が家のカレンダーでわかりに
くい場合は、右の表を参考にしてください。

日 月 火 水 木 金 土

１
（第１・火）

２
（第１・水）

３
（第１・木）

４
（第１・金）

５
（第１・土）

６ ７
（第１・月）

８
（第２・火）

９
（第２・水）

10
（第２・木）

11
（第２・金）

12
（第２・土）

13 14
（第２・月）

15
（第３・火）

16
（第３・水）

17
（第３・木）

18
（第３・金）

19
（第３・土）

20 21
（第３・月）

22
（第４・火）

23
（第４・水）

24
（第４・木）

25
（第４・金）

26
（第４・土）

27 28
（第４・月）

29
（第５・火）

30
（第５・水）

31
（第５・木）

●10月の例

南
国
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
（
事
務
事
業
編
）

の
結
果
に
つ
い
て

ご
み
出
し
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

省
エ
ネ
の
コ
ツ

　「浄化槽の日｣ は、浄化槽の設置や管理方法などについ
て定めた浄化槽法が昭和60年10月１日に全面施行されたこ
とを記念して制定されました。
　浄化槽の保守点検・清掃・法定検査をきちんと行って、
美しい自然をみんなで守っていきましょう。
☆保守点検・清掃は、専門知識を持つ資格のある業者に委

託しましょう。
☆法定検査は、年 1 回、必ず指定検査機関（高知県環境検

査センター　☎８６０－２４００）で受けましょう。

　３Ｒとはリデュース（ごみの発生抑制）、
リユース（再使用）、リサイクル（再生利用）
のことです。
　買い物にはマイバッグを持参する、詰め
替え商品を選ぶなどの行動は、ごみの発生
抑制になります。また、着なくなった服な
ども捨てずに古着として再使用してはいか
がでしょうか。

10月１日は「浄化槽の日」 10月は３Ｒ推進月間です

逃
が
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
熱
い
も

の
は
冷
ま
し
て
か
ら
入
れ
る
な
ど

の
工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。

目　　　　標 達　成　度
温室効果ガス（３％削減） 達成（6.6％減）

ガソリン使用料（５％削減）

軽油使用量（現状維持）

電気使用量（５％削減）

用紙購入量（５％削減）

コピー用紙使用量（５％削減）

再生紙利用率（91％）

非達成（2.5％増）

非達成（48.5％増）

達　成（7.4％減）

非達成（17.7％増）

非達成（6.3％増）

達　成（94.8％）

※お問い合わせは、環境課（☎８８０－６５５７）まで
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健康文化都市・南国健康文化都市・南国
　

マ
マ
友
達
を
つ
く
っ
て
気
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。
親

子
で
遊
び
に
き
て
く
だ
さ
い
ね
。

電
話
で
の
育
児
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

集
い
の
日

■
と
き
／
毎
週
月
・
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
12
時

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

＊
10
月
14
日
㈪
は
お
休
み
で
す
。

マ
タ
ニ
テ
ィ
＆
ベ
ビ
ー
ひ
よ
こ

■
と
き
／
毎
週
水
曜
日

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
と
こ
ろ
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
象
／
妊
娠
期
か
ら
生
後
５
か

月
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者

＊
対
象
の
お
子
さ
ん
の
兄
姉
を
連

れ
て
の
参
加
の
場
合
は
、
子
ど

も
さ
ん
の
お
世
話
が
で
き
る
ご

家
族
の
同
伴
者
が
必
要
で
す
。

■
備
考
／
10
月
９
日
㈬
は
、
保
健

師
・
助
産
師
に
よ
る
体
重
・
身

長
測
定
、
保
健
指
導
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

＊
10
月
30
日
㈬
は
お
休
み
で
す
。

出
張
ひ
よ
こ
ル
ー
ム

■
と
き
・
と
こ
ろ

▼
10
月
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　予防接種により発病防止や特に重症化防止に有効
であることが確認されています。インフルエンザの
流行前に予防接種を受けましょう。
■とき／10月１日㈫～12月31日㈫
＊期間中に１回皮下接種を行います。
■ところ／県内の委託医療機関
■対象／南国市に住民登録があり、接種当日①②に

該当する接種希望者（本人の「接種希望」の意思
が確認できること）

①65歳以上の方
②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器または

ヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）による免疫の機
能に障害を有する方（身体障害者手帳１級相当の
方）

■接種費用（自己負担金）／1,000円
＊生活保護受給者は、免除証明書を持参すれば自己

負担金が免除となります。免除対象者は、福祉事
務所で証明書の発行手続きを行ってください（代
理人の申請も受け付けます）。

■申込方法／医療機関に直接お申し込みください。
＊受診の際は、本人確認のため、健康保険証や運転

免許証など、住所、氏名、生年月日が確認できる
ものをご持参ください。

　家族・障がい者当事者が、豊かに生きる住みよ
い地域づくりを目指し、交流することを目的とし
ています。
　初めての方も大歓迎です。家族の皆さん、共に
学習しませんか。
■とき／10月23日㈬８：40集合　16：00解散予定
■集合場所／保健福祉センター
■ところ／大豊町農工センター
　（☎0887－72－0450）
■研修テーマ／当事者の元気につながる支援の実

現を家族の力で
■対象／精神疾患を持つ方のご家族
■定員／先着18名
■申込締切／10月18日㈮
■備考／お弁当（500円）が必要な方は申込時に

予約をしてください。

インフルエンザ定期予防接種のお知らせ
高齢者

 高知県東部ブロック
精神障がい者家族
研修会のご案内

南国市精神障がい者家族の集い
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　11月８日から無料歯科健診を行います（当日は治療
は行いません）。	
■とき／11月８日㈮～11月14日㈭ 
　　　　歯科医療機関の休診日は除く 
■ところ／市内歯科医療機関 
■対象／40歳以上の市民 
■申込方法／希望する日時を、直接歯科医療機関へお

申し込みください。
■申込受付開始／10月７日㈪

歯科医療機関名 所在地 電話番号
岩目歯科医院 大埇甲 863－6380
岡田歯科 小　籠 863－7811
かにたに歯科医院 大埇甲 878－2677
川添歯科診療所 岡豊町 866－2008
高島歯科医院 大埇甲 864－1182
立田歯科 立　田 863－6468
寺村歯科 緑ヶ丘 865－5656
永井歯科診療所 片　山 865－8270
西川歯科診療所 物　部 864－1121
西村歯科医院 駅前町 864－1331
平和歯科診療所 駅前町 864－2317
間島歯科医院 植　野 880－8033
南歯科 上末松 863－0655
みもと歯科医院 大埇甲 864－0002
森本歯科診療所 大埇甲 864－2365
米田歯科 緑ヶ丘 865－6400

カムカムいい歯
いい笑顔健診

　前立腺がんは、中高年男性に多く発生するがん
です。自覚症状が現れにくいので、早期発見のた
めにぜひ検診を受けましょう。この検診は、高知
大学医学部泌尿器科の協力で実施します。
■とき／11月20日㈬、12日４日㈬
■ところ／保健福祉センター
■受付時間／13：30、14：00、14：30、15：00
＊初めて受診される方の受付時間は13：30のみ
■対象／50歳以上の男性
■検査方法／血液検査〔血液中のＰＳＡ（前立腺

特異抗原）を測定〕のみ
■定員／１日120名
■検診料／300円（検診料免除はありません）
■申込受付開始日／10月７日㈪８：30～
■備考／前立腺検査中の方や前立腺疾患で治療中

の方は、ご遠慮ください。

前立腺がん検診前立腺がん検診

（50音順）

～50歳を過ぎた男性は要注意～

＊当番医療機関では、専門外の疾病は十分診察できな
　い場合があります。

日 曜 当　番　医 電話
10／6 日 宮 田 整 形 外 科（篠　原） 863-5885
　13 日 南 国 厚 生 病 院（立　田） 863-3030
　14 月 田村こどもクリニック（篠　原） 863-0723
　20 日 Ｊ Ａ 高 知 病 院（明　見） 863-2181
　27 日 岡 豊 病 院（岡豊町） 866-2345
11／3 日 小 栗 医 院（十　市） 865-8405
　 ４ 月 南 国 病 院（大埇甲） 864-3137

☆ 休日在宅医（変更する場合があります）

　大腸がん検診は、便の中に混じ
っている目に見えない微量の血液
を調べる検査です（便潜血反応検
査）。原則として、２日間の便を
採便します。右記の場所で、採便
のための容器を配布・回収します
ので、この機会にぜひ受診してく
ださい。
■対象／40歳以上の市民
■検診料／400円（容器配布時に

お支払いください）
■申込／容器配布日の５日前まで

に保健福祉センターへお申し込
みください。

＊容器配布日以外も、保健福祉セ
ンターで容器を配布しています。

＊容器回収日の午前中は、保健福
祉センターでも容器を回収しま
す。

大腸がん検診大腸がん検診 実施場所 容器配布日 容器回収日 容器配布・回収
受付時間

ごめん・よってこ広場
10月11日㈮ 10月17日㈭

９：20～９：40
野田公民館 10：00～10：20
岩村ふれあいセンター 10：40～11：00
黒滝公民館

10月25日㈮
９：20～９：30

奈路防災コミュニティーセンター 10月21日㈪ 10：00～10：20
瓶岩体育館 10：40～11：00
久礼田体育館

11月１日㈮ 11月６日㈬
９：00～９：40

国府公民館 10：00～10：20
SUNSUNながおか 10：40～11：00
中央市民館（幸町）

11月８日㈮ 11月14日㈭
８：50～９：20

中央公民館（大埇甲） ９：50～10：20
西野々公民館 10：40～11：00
白木谷小学校

11月15日㈮ 11月19日㈫
９：00～９：20

定林寺公民館 ９：50～10：10
岡豊ふれあい館 10：30～11：00
日章福祉交流センター

11月21日㈭ 11月25日㈪
９：20～９：40

前浜公民館 10：00～10：20
浜改田公民館 10：40～11：00
三和公民館

11月29日㈮ 12月４日㈬
８：50～９：10

稲生ふれあい館 ９：30～９：50
十市高齢者多世代交流プラザ 10：20～11：00
篠原中央公民館 12月２日㈪ 12月６日㈮ ９：10～９：30
保健福祉センター 10：00～11：00

〈歯周病健診〉
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保健福祉センターからのお知らせ保健福祉センターからのお知らせ

※21～23ページの健診（一部を除く）などの
　申込先・お問い合わせは

■とき／11月11日㈪、21日㈭
■ところ／なんごく産婦人科
■受付時間／14：00、14：30、15：00、
　15：30、16：00
■対象／20歳以上の女性で、下記に該当する方
　①昨年度未受診の方
　②受診年度内に40歳・50歳になる方
　③無料クーポン券対象者
■検診料／800円
■定員／１日につき先着20名
■申込受付開始日／10月８日㈫８：30～

子宮頸がん検診（施設検診）子宮頸がん検診（施設検診）

【胃がん検診】
■対象／40歳以上の市民
■定員／１日50名
■検診料／900円

【乳がん検診～マンモグラフィ撮影～】
■対象／40歳以上の女性
■定員／１日120名
■検診料／1,000円

【子宮頸がん検診】
（集団検診）
■対象／20歳以上の女性で、下記に該当する方
　①昨年度未受診の方
　②受診年度内に40歳・50歳になる方
　③無料クーポン券対象者
■定員／１日100名
■検診料／600円

申込受付開始 検診日 会　場 胃 乳 子宮

受付中 11／13㈬ 保健福祉センター ☆ ◎
受付中 11／27㈬ 保健福祉センター ☆ ○●

　申し込み開始日が早くなりましたので、ご注意ください。

　がん検診日程表　

※検診受付時間
　☆８：30、９：30
　○８：30、９：30、10：30
　●13：30、14：30、15：30
　◎９：00、９：30、　10：00、10：30

内　　容 対　  象 日 曜 受付時間 と　　こ　　ろ

胸部レントゲン
特定・後期高齢者健診（申込不要）

全 地 区 
（40歳以上）

10/ ４ 金 ９：30～11：00 久 枝 公 民 館
13：30～15：00 前 浜 公 民 館

10/ ９ 水 ９：30～11：00
13：30～15：00

稲 生 ふ れ あ い 館
10/16 水 三和スポーツ交流センター（香長中学校南）
10/23 水 三 和 公 民 館

４ か 月 児 健 診

全 地 区

10/31 木

12：45～14：00 保 健 福 祉 セ ン タ ー10　  か 月 児 健 診 10/24 木
１ 歳 ６ か 月 児 健 診 10/10 木
３ 歳 ４ か 月 児 健 診 10/17 木

愛 の 献 血 全地区
(16歳～69歳） 10/28 月 10：00～12：00 セ ン ト ラ ル デ ィ ー ボ 南 国 店13：00～16：00

■健診（検診）の対象者と健診（検診）料
健診（検診）項目 対象者 健診（検診）料
肺 が ん 検 診 40～64歳 200円
肺がん・結核検診 65歳～ 無　料
胃 が ん 検 診 40歳～ 900円
歯 科 健 診 40歳～ 無　料
特定 ･ 後期高齢者健診 40歳～ 医療保険者により異なります

■とき／ 10月29日㈫・10月30日㈬
■ところ／保健福祉センター
■集合時間／希望健診（検診）項目によって異

なりますので、郵送でお知らせします（終了
時間は午前中の予定です）。

■申込締切／10月22日㈫
＊定員に達し次第締め切ります。

総合健診（検診）総合健診（検診）

健診（検診）項目 定　員
肺がん検診 80名肺がん・結核検診
胃がん検診 80名
歯科健診 50名
特定 ･ 後期高齢者健診 80名

〇健康診査の受診には、加入している医療保険
者発行の受診券（特定健康診査受診券・後期
高齢者健康診査受診券）が必要です。



　このコーナーへの応募は、写真
と赤ちゃんの名前（ふりがな）・
性別・住所・生年月日・電話番号
・コメントを添え、南国市企画課
「こんにちは赤ちゃん」係まで、
封書でお送りください。
＊２歳の誕生日までの赤ちゃん（応
　募時）に限らせていただきます。

交流人口 市 　の 　統　計
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（
Ｍ
）

面　積　 125.35㎢
人　口　 48,704人（－ 11）
　男　　 23,166人（±　0）
　女　　 25,538人（－ 11）
世帯数　 21,736世帯（－　5）

　内　外国人数　207人（－　2）
　　　　男　　　102人（±　0）
　　　　女　　　105人（－　2）
　登 録 国 籍 数　　 26カ国

　　　　（　）内は前月比    　 《平成25年８月31日現在》
出生数　  46人〔 男  21人・女  25人 〕 　《８月分》

有権者数《平成25年６月２日現在》
　　　　　　　　　39,657人〔男  18,379人 ・ 女  21,278人〕

高知自動車道
南国I.C.

入 150,783台
出 150,943台

高知龍馬空港
出発   67,057人
到着   65,943人

《８月分》

「広報なんこく」は、地区連絡員さんたちのご協力で皆さんの家庭にお届けしています。
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に
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ゴ
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ャ
サ
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学
の
助
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授
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も
あ
り
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す
。

　

昨
年
の
10
月
か
ら
12
月
に

か
け
て
の
約
２
カ
月
間
、
福

井
大
学
で
開
か
れ
た
講
習
会

に
参
加
し
た
の
が
日
本
に
来

た
最
初
で
す
。
そ
の
と
き
、

高
知
大
学
の
教
授
と
専
門
的

な
議
論
が
で
き
た
こ
と
を
き

っ
か
け
に
、
高
知
で
の
研
究

を
決
め
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

更
年
期
に
お
け
る
女
性
の
腎

臓
の
病
気
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ

の
摂
取
と
ど
う
関
係
す
る
の

か
、
コ
ン
ゴ
と
日
本
の
女
性

で
ど
う
違
う
か
な
ど
を
研
究

し
て
い
ま
す
。
研
究
が
大
好

き
で
、
趣
味
み
た
い
な
も
の

で
す
。
博
士
号
取
得
後
、
コ

ン
ゴ
に
帰
っ
て
大
学
教
授
を

目
指
し
ま
す
。
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や
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良
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ど
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ま
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都
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際
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見
た
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本
庭
園
の
美
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る
こ
と
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で
き
ま
せ
ん
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私
の
国
で
は
、
自
然
動
物
園

が
素
晴
ら
し
く
、
珍
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い
動

物
が
い
ろ
い
ろ
い
ま
す
。
是

非
、
コ
ン
ゴ
に
来
て
、
見
て

い
た
だ
き
た
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で
す
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コ
ン
ゴ
に
は
乾
期
（
６
～

８
月
）
と
雨
期
（
９
～
５
月
）

が
あ
り
ま
す
。
乾
期
の
平
均

気
温
は
28
度
、
雨
期
は
34
度

ぐ
ら
い
で
す
。
雨
期
で
も
日

本
の
よ
う
に
蒸
し
暑
く
は
な

い
の
で
、
意
外
と
過
ご
し
や

す
い
で
す
よ
。

高
知
は
、
福
井

よ
り
は
暖
か
い

で
し
ょ
う
が
、

今
か
ら
冬
の
寒

さ
を
心
配
し
て

い
ま
す
。

ムチャンガ　スイファ　さん
（コンゴ民主共和国）
高知大学医学部留学生

215
）））趣味は研究 ）））

澳
おくもと

本　真
ま

緒
お

  ちゃん
平成23年12月９日生まれ

真緒ちゃんの笑顔で、我が家は毎日
ハッピーです♡

利
としおか

岡　柚
ゆず

季
き

  ちゃん　
平成23年11月23日生まれ

おしゃべりがとても上手になり、柚
季と過ごす毎日が楽しく、癒されて
います。優しい女の子になってね！

キンシャサ

コンゴ民主共和国


